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1. はじめに 

2025年1月から開始されたSAF供給義務制度をはじめ、EU

の輸送部門における GHG 削減に向けた制度の本格運用が徐々に

始まっている。本レポートでは、2026年6月に開催されたカンフ

ァレンス「European Biofuels & SAF Summit (EBSS)」やS&P 

Webinar等の内容をベースに バイオ燃料分野の動向を報告する。 

 

2. 現在の市場環境と課題認識 

輸送部門に関連する EU の主要な GHG 削減政策（表 1）の内容等から、欧州のバイオ燃料需要は、

2025年比で2030年には60%程度、2050年には110%程度の増加が予測されている（図1）。その内訳

としては、短期的には、2030年代中頃までに、再生可能ディーゼル（RD）が大きく伸長するとともに、

道路輸送燃料等への混合比率増加によりエタノール、FAME需要も微増となる見込み。長期的には、EV

普及により道路輸送分野の燃料需要が縮小するのに対して、ReFuelEU Aviationにおける供給義務水準

の引上げに応じてSAF需要が拡大することから、2050年ではバイオ燃料需要の半分以上をSAFが占め

ることになる見込み。 

一方で、EBSSのパネルディスカッションにおいては、各種政策により、需要は確実に創出されている

という見方を示しつつ、今後の市場拡大には依然として課題が多くある認識が示された。主な課題を以

下に示す。 

①規制内容の制度設計 

⚫ 一定期間ごとに段階的に引上げられるReFuelEU AviationにおけるSAF供給義務の設計は、継続 
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◇欧州のバイオ燃料市場動向に関して、関連するカンファレンス等に出席し、情報収集を行った。 

◇足元では、2025年に開始されたSAF供給義務化等、輸送部門のGHG関連政策により、欧州におい

てバイオ燃料市場が確実に創出されている。 

◇2050年までに現行比2倍超のバイオ燃料需要拡大が想定されているが、化石燃料比で高コストで

あることから、自発的に市場が拡大する環境ではない。 

◇今後、コスト低減に向けた政策の導入・見直しが行われるか注目される。 
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